
主催／島根県、一般財団法人地域社会ライフプラン協会　　後援／松江市、社会福祉法人島根県社会福祉協議会

・このセミナーは、自治宝くじの市町村振興事業として、一般財団法人全国市町村振興協会の助成金を活用して開催しています。

問い合わせ先 ： 島根県防災部防災危機管理課　T E L . 0 8 5 2 - 2 2 - 6 5 4 3

平成26年度
防災安全講演会
平成26年度
防災安全講演会

基調講演 ： 巨大災害に備えるシニア社会
講 演 者 ： 室﨑 益輝 氏   （神戸大学名誉教授・兵庫県立大学防災教育センター長）

～シニア災害ボランティアセミナー～～シニア災害ボランティアセミナー～

S H I M A N E

■ 日時：平成 27 年1月17日（土） 13時50分～17時20分（開場：13時00分）

■ 場所：くにびきメッセ  小ホール
 　   〈松江市学園南 1－2－1：駐車場 441 台〉 

■ 定員：200 名 どなたでも参加いただけます（要事前申込・先着順）

第３部
16：35～17：20

第 1 部
14：00～15：30

事例発表： 広島土砂災害から得たモノ
発 表 者 ： 田原 賢治 氏   （広島たすけ隊　副代表）

事例発表： ボランティアによる被災地支援
発 表 者 ： 岸　幹人 氏   （出雲市総合ボランティアセンター運営委員会　委員長）

第２部
15：40～16：25

お申込み

※FAX は裏面の下記フォームにご記入の上お申込みください。
※E-mail は、件名を【講演会申込み】とし、氏名と参加希望人数、電話番号を記入の上、送信してください。
　なお、ご不明な点がございましたら、下記までお問い合わせください。
※はがきは、氏名と参加希望人数、電話番号を明記の上、下記へお申込みください。
 ・お申込みされた方には、整理券等は発行しません。会場へ直接お越しください。
 ・応募者多数で会場定員を超えた場合には、先着順とさせていただきますのでご了承ください。選外となった方のみ、ご連絡をいたします。
 ・気象状況等により、やむを得ず中止することがあります。

申込み締切
平成 26年12月26日（金）

島根県防災部防災危機管理課まで、FAX（0852-22-5930）または、E-mail（ bosai-kikikanri@pref.shimane.lg.jp）、
はがきにてお申込みください。

入場無料入場無料

（〒690-8501　松江市殿町 1 番地）



S H I M A N E

講師・発表者プロフィール

高齢化社会を迎え、シニア世代が増加する中、災害に強い地域づくりを進めるためには、

過去の災害の教訓やボランティア活動に学び、地域における自主防災活動や

防災教育とそれを支えるボランティア活動を行うことが大切です。

このようなことから、被災地域における活動とそれを支えるボランティアの

役割について理解を深めるため、島根県と一般財団法人ライフプラン協会では、

平成26年度防災安全講演会～シニア災害ボランティアセミナー～を開催します。

※個人情報の取り扱いには責任を持って管理し、また目的外の使用はいたしません。

～防災安全講演会　FAX申込書～

お　　名　　前

島根県防災部防災危機管理課 FAX：0 8 5 2 - 2 2 - 5 9 3 0
連絡先電話番号

神戸大学名誉教授・兵庫県立大学防災教育センター長室﨑  益輝 氏
1944年８月、尼崎市生まれ。1967年3月、京都大学工学部
建築学科卒業。神戸大学都市安全研究センター教授、独
立行政法人消防研究所理事長、消防庁消防研究センター
所長、関西学院大学災害復興制度研究所長を経て、2013
年より現職。日本火災学会賞、日本建築学会賞、都市住宅
学会賞、防災功労者内閣総理大臣表彰、兵庫県社会賞、な
どを受賞。京都大学防災研究所客員教授、日本火災学会

会長、日本災害復興学会会長、地区防災計画学会会長、中
央防災会議専門委員、消防審議会会長、海外災害援助市
民センター副代表、ひょうご震災記念21世紀研究機構副
理事長、ひょうごボランタリープラザ所長などを歴任。著
書に、『地域計画と防火』、『危険都市の証言』、『建築防災・
安全』、『大震災以後』など。

広島たすけ隊  副代表田原  賢治 氏
1976年4月14日 島根県松江市生まれ。生後2 ヶ月程で広
島へ。以後、38 年間を被災地である広島市安佐南区八木
で過ごす。ボランティア活動は、専門学生の頃より、野外
活動の方面で数年の間活動。その経験から培った想像力
が、今回の土砂災害で役に立つことになる。また、今まで

の人生の中で出愛った仲間とのご縁と繋がりで、「広島た
すけ隊」として、災害発生以来、のべ人数約 3,000 人のボ
ランティア仲間の助けとともに、被災者として、ひとりの
人間として、今出来る事をやりながら、被災地 八木地区
で活動中。

●JR松江駅より徒歩10分
●駐車場441台

出雲市総合ボランティアセンター運営委員会  委員長岸　幹人 氏
1987年～ 90年 7 月青年海外協力隊としてタンザニア連合共
和国、95 年～ 97 年にはポーランド共和国でボランティア活
動を行う。帰国後、98 年 11月の出雲市総合ボランティアセ
ンター開設と同時に運営委員会の委員となり災害ボランティ
アを担当。2005 年に出雲市災害ボランティアマニュアルの
作成、06 年の出雲市での豪雨災害では災害ボランティアセ
ンターの立ち上げに携わる。

その他、01年の芸予地震、07年の中越沖地震、11 年の東
日本大震災、13 年の島根･山口豪雨災害、14年の広島市豪
雨災害などで災害ボランティア活動支援を行う。12 年にボ
ランティアコーディネーション力 1 級検定に合格。出雲市総
合ボランティアセンターのコーディネーターとして、様々な分
野のボランティア活動支援を行っている。
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